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ぉ＂もどたより

ロ織元R
涼しやと 草むらごとに たちよれば

培さぞまさる 常夏の花 （紀打之）

今年はどのような夏を迎えるのでしょうか？

瓶覗水浅葱緑色納戸色藍色濃紺．．……

藍は染める回数によってさまざまな濃淡を描く

夏を彩る爽やかな色といえます

また江戸時代の夏のきものには流水や波

雪輪や網干など 藍を使って涼やかさを感じる文様が

丹念に描かれています

エレガントに涼やかに＼ヽかに美しく＼ヽかに心地よ〈装うか？

先人たちのきものは私たちに教えてくれています

色彩と文様をヒントに夏のコーディネートをどうぞお楽しみください

"’ い●阪急塁中駅から1111元本店へは徒歩4分 ●慮号~ 
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シャーベットピンクの

酎華文の小紋に

刺繍の水玉がポップな

紀縮緬の瑞撲の染帯

シャリ感のある涼しい

沼心地のトルコブルーの

小紋に夏の八寸帯で

軽やかに

優雅な沢潟の飛び小紋

人気の黄色に

更紗の染帯は

1年通して結べる素材です

夏空のような澄んだ色は

この季節だからこそ

御所解文様に北村武貸

の帯で格調高く

柳梨作の織物は

秋単衣に

葡萄の帯は

ワインの会にも



却こやさl,I,嶋蝉インキを蜘していmd畠
きものと出冷いと

りカfー一よっり
千里阪急 5階

川西阪急 l階
6月5日（水）～6月11日（火）
6月19日（水）～6月25日（火）

お客様から
10年程前に知リ合った方が着物の楽しさを教えてくださリ

初めて誂えた思い出深いお祖物です

昨夏には大好きな方のディナーショーに着て伺いました

喜んで頂けてとても嬉しかったです

：、．
透け感を楽しむ夏の装い

織元
着方教室

曰 6,000円／41iil
国三織元記念館

塁紺週木曜U.±lhiH
・10時～12時 ・14時～16時

璽
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